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国保料の引き上げ 

社
会
保
障
制
度
は
、
そ
も
そ

も
、
左
下
に
書
い
た
よ
う
に
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
、
国
が
国

民
の
暮
ら
し
を
し
っ
か
り
守
る

た
め
の
制
度
で
す
。 

し
か
し
、
安
倍
政
権
は
、
国

や
自
治
体
の
責
任
を
小
さ
く
し

て
、
国
民
が
お
互
い
に
お
金
を

出
し
合
い
、
助
け
合
う
制
度
に

変
質
さ
せ
る
、
社
会
保
障
制
度

の
大
改
悪
を
計
画
し
て
い
ま

す
。 そ

の
よ
う
な
な
か
、
９
月
議

会
で
は
、
国
民
健
康
保
険
制
度

の
広
域
化
な
ど
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。 

２
０
１
１
年
度
で
は
、
全
国

の
自
治
体
が
３
９
０
０
億
円
の

お
金
を
独
自
の
努
力
と
し
て
国

保
会
計
に
繰
り
入
れ
て
い
ま

す
。 現

在
は
、
自
治
体
が
国
民
健

康
保
険
事
業
を
直
接
運

営
し
て
い
る
か
ら
繰
り

入
れ
で
き
る
の
で
す

が
、
県
単
位
の
広
域
運

営
に
に
変
え
る
繰
り
入

れ
で
き
な
く
な
り
、
国

保
料
の
引
き
上
げ
に
つ
な
が
り

ま
す
。 

  

        
 
 
 
 
 
 

 

 

 

２
０
１
１
年

度
の
国
保
の

収
支
に
つ
い

て
は
、
全
国

で

は
、
４

７
％
の
自
治
体
が
６
０
０
億
円

の
赤
字
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の

う
ち
、
累
積
赤
字
は
３
９
０
億

円
で
す
。
広
域
化
す
る
と
き

は
、
こ
の
赤
字
を
ど
う
す
る
か

の
問
題
が
出
て
き
ま
す
。 

結
局
、
保
険
料
の
引
き
上
げ

で
、
解
消
、
詰
ま
り
保
険
料
の

引
き
上
げ
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

す
。 

質
問 

市
長
は
、
国
保
の
広
域

化
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

危
惧
す
る
と
こ
ろ
は
な
い
と
考

え
る
か
。 

答
弁 

財
政
運
営
が
不
安
定
と

な
る
リ
ス
ク
の
高
い
小
規
模
保

険
者
が
あ
る
こ
と
や
地
域
ご
と

の
保
険
料
格
差
が
非
常
に
大
き

い
と
い
っ
た
課
題
も
あ
り
、
国

民
皆
保
険
制
度
を
維
持
す
る
に

は
、
広
域
化
は
、
避
け
て
通
れ

な
い
も
の
と
考
え
る
が
、
国
保

財
政
基
盤
の
安
定
化
や
保
険
料

に
係
る
国
民
負
担
に
関
す
る
公

平
の
確
保
な
ど
議
論
を
す
べ
き

事
項
も
多
い
と
考
え
る
。 

    

質
問 

国
保
の
広
域
化
は
、
市

民
の
声
が
届
き
に
く
く
、
市
民

の
生
活
実
態
な
ど
を
つ
ぶ
さ

に
、
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
大
変

な
困
難
が
伴
う
と
考
え
る
が
ど

う
か
。 

答
弁 

国
民
会
議
報
告
書
で

は
、
国
保
に
係
る
財
政
運
営
の

責
任
を
都
道
府
県
と
し
て
い
る

が
、
保
険
料
の
賦
課
徴
収
や
医

療
費
適
正
化
の
た
め
の
保
健
事

業
な
ど
の
業
務
は
、
市
町
村
に

残
す
『
分
権
的
広
域
化｣

を
目

指
す
べ
き
と
す
る
考
え
方
が
示

さ
れ
て
い
る
。 

 

ま
た
、
国
保
の
運
営
に
あ

た
っ
て
は
、
都
道
府
県
、
市
町

村
、
被
用
者
保
険
の
関
係
者
が

協
議
す
る
仕
組
み
を
構
築
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
現
時
点

で
は
、
具
体
的
な
個
別
法
案
が

国
会
提
案
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、
今
後
と
も
国
等
の
情
報

把
握
に
努
め
な
が
ら
、
市
町
村

の
市
民
生
活
実
態
が
反
映
さ
れ

る
制
度
と
な
る
よ
う
適
切
に
対

応
し
て
い
く
。 

2013年９月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

日
本
共
産
党
市
議
会
議
員 

松

村

ヤ

ス

子

の 

市

議

会

報

告 

全国の自治体の 
独自繰り入れ 

 

３９００億円 
広域化では不可 

↓ 
 

国保料の引き上げ 

 

                                    

  

給与収入 

（万円） 

１人 

世帯 

１人 

世帯 

２人 

世帯 

２人 

世帯 

３人 

世帯 

３人 

世帯 

４人 

世帯   

      

介護分 

１人 

介護分

なし 

介護分

２人 

介護分

なし 

介護分

２人 

介護分

なし 

介護分

２人   

    
総所得 保険料 保険料 保険料 保険料 保険料 保険料 保険料 

  

  
９８ ３３ 

23,7

85 

18,6

37 

37,9

15 

29,3

83 

48,6

61 

40,1

29 

59,4

07   

  

１０

０ 
３５ 

63,4

27 

49,6

99 

63,1

92 

48,9

72 

81,1

02 

66,8

82 

99,0

12   

  

２０

０ 
１２２ 

201,

684 

162,

516 

237,

009 

193,

252 

239,

542 

200,

050 

261,

034   

  

３０

０ 
１９２ 

312,

060 

241,

476 

348,

870 

277,

296 

375,

735 

313,1

16 

402,

600   

  

４０

０ 
２６６ 

420,

396 

324,

948 

467,

121 

360,

768 

493,

986 

396,

588 

520,

851   

  

５０

０ 
３４６ 

535,

188 

415,1

88 

571,

008 

451,

008 

606,

828 

486,

828 

632,

614   

                      
社会保障制度とは 

「労働者とその家族、 国民が

病気やけが、労働災害、身体や精

神の障害、妊娠・出産・育児、失

業と老齢、そして、働き手などが

死亡するといった社会的事故・原

因によって、一時的、長期的にか

かわらず、生活が脅かされたとき

に、労働者や国民の基本的な社

会的権利として、正常な生活をい

となめるように、所得の保障、あ

るいは、現物給付ないしは、サー

ビスという手段により、国家が措

置・保障する制度」です。 

上の表にあるように、社会保障

制度のはずの国保料の高さは本当

に異常です。 

1984年当時45％ほどあった国の

負担が、現在は、25％程度にな

り、国保料は2倍にもなっていま

す。 

２０１３年度(平成２５年度) 市民が悲鳴を上げる国民健康保険料 

 


